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１．地方創生に必要な思考とスキル

人口減少と地域経済縮小の克服
• 東京一極集中の是正
• 若い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現
• 地域の特性に即した地域課題の解決
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 現代日本は高度成長を終え、低成長・成熟・縮約期に
 世界規模の情報化により、知識・情報の入手が容易に
 知識・情報を活用し、社会・地域・組織のあり方、
政策・制度・商品・サービスなどを賢く（再）設計する
ことが求められている

現代日本の閉塞を打開するには

機能不全に陥っている
既存のモノ・コトの再設計

知識・情報を活用した
新視点のモノ・コトの設計

前例のない21世紀型の
問題解決 ・ 価値創造

情報・
知識を
戦略的に
活用
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地域の再設計に必要な力

 情報・知識を戦略的に活用するための素養
「戦略的思考」と「情報リテラシー」

「戦略的な思考」の本質

「全体像を把握しながら最も効果の高い部分を見極めて、
そこに時間と労力を投入すること」

最適な手段・方法
を模索する

そもそもの
目的を考える

知識や情報を活用する

「戦略的な思考」の基本

＜情報リテラシー＞

情報を自己の目的に適合するよう
に使用できる能力（情報活用力）。

情報の主体的な
選択、収集、活用、編集、発信
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■戦略的思考に基づく事業立案とは？（例題）

Ａ市は、政策目標「交流人口５万人増」に向けて、
桜の名所の大型広告を打ち、大型バス用の駐車場
を整備。

この結果、桜の名所には、都市部からの観光客が
大型バスで大挙し、隣接する町で昼食をとり、隣
県で宿泊するようになった。

この事業は、入込み客を増加させ、交流人口５万
人に貢献した。

一方、シーズンになる大渋滞が起きており、市で
は新たな道路の建設を検討している。

Ｑ. この事業は戦略的に成功していると言えますか？

例） 桜の名所への
誘客事業

そもそもの目的を考える
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地域経済の活性化

ものづくりの再生

農業の再生

観光の再生
目標 市内生産の拡大

雇用の拡大

目標 交流人口の増加

目的 手段

Ａ 成功していません。
理由は、交流人口の増加は、市内生産と雇用の拡大のための手段だからです。
来訪者が増えても、市内消費が拡大せず、コストが増えるのは「本末転倒」です。

桜名所の活用

目の前の事業目標だけでなく「事業のそもそもの目的の実現」という
全体を俯瞰する視点に立って事業を立案する必要がある

（目的）

（手段）
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「桜の名所」を活用した戦略的事業立案の例
市内での消費・支出額を増やす

• 地元産食材を使った弁当・土産品の開発・販売
• 記念撮影サービスを手配
• 市内の旅行代理店の独自ツアー商品の開発

滞在時間を伸ばす
• 名所の歴史や花などのガイドサービスを提供
• 近隣の散歩マップと立ち寄り特典の提供
• 夜間のライトアップ
• 市内宿と名所が連携したツアーの開発 等々

「市内生産の拡大・雇用の増加」（目的）につながる
あらゆる「交流人口増加策」（手段）を考え、実施するべき。
・反対に「目的」の実現につながらない「手段」はすべきではない

戦略的な思考は、常に「目的ベース」
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■目標達成の手段は無数にある

交流人口
1,000万人増

ターゲット

目標（ゴール）は同じでも手段は無数にある。
あらかじめ用意された「正解」はないため、
「結果」を出すための最適な手段を模索する必要がある。
（前例踏襲の大局にある思考）

宿泊者を増やす方策

・・・

宿泊客数
300万人増

首都圏

中京圏

東アジア

シニア層

子育て世代

学生

サービスの高度化

夜・早朝の
観光コンテンツの開発

連泊者への優遇策

・・・
・・・

目標 手段

・・・

最適な手段を模索する
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■「知識・情報」は、無数の選択肢から“よりよい判断”をするための材料
実践を通じて得た“経験知”も重要な「知識・情報」と言える

結
果

経済・経営の
理論

【基盤知識】

様々な
参考
データ

知識・情報 ＞＞ 最適な手段の選択と実施 ＞＞ 結果＞＞成果

成
果

検証・改善

知識や情報を活用する

経験知
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■群盲 象をなで、評す
• 地域問題は広範かつ
複雑。全体が把握し
づらく、目に見えるの
は断片

• 情報入手の方法にも
様々な選択肢があり、
適切なアプローチが
必要

• 入手した情報を総合
して、全体構造や課
題の核心をつかむこ
とが必要

地域の問題を捉える難しさ
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■調査手法ごとの強み・弱みを知る

• 参与観察、サーベイ、実験等のそれぞれの調査手法が持つ、強みと弱みを理解した
上で、適切に使い分けることが必要

『フィールドワーク 書を持って街へ出よう 佐藤郁哉(1992)』を参考に編集

問題事象

フィールド
ワーク

サーベイ 統計

文献

◎調べられる事例数

◎現実の複雑性

◎調べられる期間
◎客観性

◎問題の輪郭
◎類似ケース
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２．地方創生とＲＥＳＡＳ
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ＲＥＳＡＳとは？

地域経済に関わる様々なデータを収集し、かつ、わかりやすく
「見える化」するシステムとして国が構築

平成２７年４月からインターネットで公開（ブラウザは現在
Google Chromeのみ）。誰でも利用可能。

誰もがデータを活用して地域の現状を把握し、地域の実情に合っ
た課題解決の取組みができるよう支援するシステム

Regional 
Economy (and)
Society 
Analyzing 
System

ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）

RESAS （リーサス）
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（１）ＲＥＳＡＳの情報源とアウトプットの種類

出典：日経BP社「RESASの教科書」 の情報をもとに編集

◎国の統計データ
経済センサス、貿易統計
農林業センサス、国勢調査など

◎民間統計データ
帝国データバンク、Agoop、
ナビタイムジャパン、NTTドコモ、
ビザ・ワールドワイド・ジャパン、
カスタマー・コミュニケーションズ
などが提供

面積などで地域の現状を把握

グラフなどで他地域と比較

地図やグラフで分布や海語気を把握

レーダーチャートなどで
位置づけを確認

各種データを集約
（53メニュー）
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ＲＥＳＡＳでわかること（把握可能なデータ例）

産業マップ

• 農業部門別
の販売、金
額割合

• 農業経営者
の年齢

• 農地の利用
状況

など

農林水産業マップ

• どこからどこ
に人が来てい
るか

• インバウンド
観光動向

など

人口マップ

観光マップ

• 人口推計・推移
• 人口ピラミッド
• 出生数・死亡数
• 転入・転出

など

• 企業数
• 事業所数
• 雇用
• 売上付加価
値額

• 稼ぐ力
など

出典：内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域経済分析システム（RESAS）について」（平成28年９月）をもとに編集
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消費マップ

• 自治体の生
産・分配・支
出における
お金の流入・
流出

など

• 経済構造、企
業活動、労働
環境、地方財
政の他の自治
体との比較

地域経済循環マップ

自治体比較マップ

• 飲食料品や日
用品の購入金
額

• 飲食料品や日
用品の購入点
数の商品別
シェア

など

ＲＥＳＡＳでわかること（把握可能なデータ例）

出典：内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域経済分析システム（RESAS）について」（平成28年９月）をもとに編集



地域経済分析システム（RESAS）のマップ一覧
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出典：内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域経済分析システム（RESAS）について」（平成28年９月）
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３．ＲＥＳＡＳ・統計を活用した創生事業の分析例
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～「信濃町の地方創生の取り組み」の背景をRESASを活用して分析～

事業名 森と人の共生による暮らし育み事業
地方創生加速化交付金 平成28年度 採択事業

概要

• 町には豊富な森林資源と林業事業者があるが、地域材の品質が低
くブランド力もないため、建材の供給だけでは林業の衰退に歯止
めがかからない。

• そこで、地域産木材を活用し、木質バイオマス暖房等の付加価値
を付けた「地域型住宅」の普及促進を図るとともに、森林を活用
した交流人口増を同時に進める。

対象地・
提案者

長野県信濃町

地方創生事業の事例
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■総人口、年齢３区分の推移【RESAS：人口マップ-人口構成-人口推移】

事業の背景（人口減少・生産年齢人口の減少の克服が課題）

【出典】RESAS 人口マップ／総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」

2015年→2040年

総 人 口 ：38% 減
生産年齢人口 ：48% 減

地方創生の目標

人口減少に歯止めを
かけるため、
雇用を確保する
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地域産業の特徴（強み・弱み）の分析①

【出典】RESAS 産業マップ／総務省「経済センサス－基礎調査」再編加工、総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工

■2014年 従業者数(事業所単位) 大分類【RESAS：産業マップ-全産業花火図-】

地域の雇用の大部分を
支えているのは以下である

■200人以上を雇用する産業

第１次産業
・農業、林業

第２次産業
・製造業
・建設業

第３次産業
・宿泊業、飲食サービス業
・卸売業、小売業



24

【出典】RESAS 地域経済循環マップ／総務省・経済産業省「平成24年経済センサス－活動調査」再編加工

■特化係数（従業者数×付加価値額）【RESAS：産業マップ-稼ぐ力分析】

■全国の同産業の比率と
比較して、信濃町に
特化が見られる産業

第１次産業
・農業、林業

第２次産業
・製造業
・建設業

第３次産業
・宿泊・飲食業

農業、林業

製造業

建設業

宿泊・
飲食業

【注記】 特化係数：域内のある産業の比率を全国の同産業の比率と比較したもの。
1.0を超えていれば、当該産業が全国に比べて特化している産業とされる。労働生産性の場合は、全国の当該産業の数値を1としたときの、ある地域の当該産業の数値。
労働生産性＝付加価値額（企業単位）÷従業者数（企業単位）

特化係数が１を
超える産業が
地域の雇用を
牽引する産業

地域産業の特徴（強み・弱み）の分析②
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【出典】RESAS 地域経済循環マップ／環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）

■2010年 生産額（総額） 中分類 【RESAS：地域経済循環マップ-生産分析-移輸出入カラー】

■200人以上を雇用し、
地域外から所得を稼ぐ産業

第１次産業
・農業、林業

第２次産業
・製造業

特化があり域外から外貨を
稼いでいるのは、
「農業、林業」と「製造業」

「建設業」と「サービス業」は、
雇用の受皿となっている産業
だが、域外から外貨をもたら
せていない。

地域産業の特徴（強み・弱み）の分析③

雇用の受皿だが外貨
を稼げていない産業

雇用の受皿であり、
外貨を稼いでいる

産業

雇用の受皿であり、
外貨を稼いでいる

産業
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地方創生の事業の手段の模索① 林業（地域木材）×建築業のコラボ

■木造建築件数の推移

町内での木造建築件数
は急速に減少してきた
が、平成25年を底に、若
干の回復基調にある。

田園回帰、自然エネル
ギーへのニーズの高ま
り等に対応することで、
地元木材を活用した木
造建築の新たな商品開
発はできないだろうか？
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地方創生の事業の手段の模索② 森林×宿泊業のコラボ

■観光客数・宿泊客数の推移

「宿泊業・飲食業」と関連
がある観光客の入込の動
向を見ると、近年は横ばい
で推移している（県全体の
入込が減少している中で
は健闘している）。

信濃町は、森林や自然体
験を中心としたコンテンツ
提供に力を入れており、こ
れが市場ニーズに一定程
度マッチしていると考えら
れる。

森林・木育等を活用した事
業を検討できないか？

H21 H22 H23 H24 H25 H26

タングラム斑尾 2,359 2,418 2,448 2,737 2,521 2,444

黒姫高原 2,686 2,435 2,482 2,597 2,992 2,892

野尻湖一茶遺跡 3,780 3,715 3,421 3,477 3,687 3,547

延宿泊数 3,961 3,852 3,888 4,174 4,119 4,719

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

野尻湖一茶遺跡 黒姫高原 タングラム斑尾 延宿泊数

【出典】 長野県観光地利用者調査
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地方創生の事業の手段の模索③ 先進事例を参照

■岐阜県東白川村フォレスタイル事業（2014年 地域情報化大賞）

【出典】 総務省 「地域情報化の主な成果事例」 http://www.soumu.go.jp/main_content/000414568.pdf

東白川村は、東濃ひのき
というブランド木材の産
地であるが、住宅市場の
変化によって、村内工務
店の受注数が激減。

この苦境を脱するため、
村役場が主体となり専用
ウェブサイトを通じて「東
白川の家づくり」を提案
する仕組みを構築。
官民協働運営による信
頼性の高さと建築にかか
る費用が明瞭となるシス
テムにより、受注量の回
復と村民の雇用確保を
実現
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【出典】 信濃町総務課 「信濃町における地方創生の取り組み（平成28年9月）」 地域型住宅「信濃の家」構築検討委員会 資料より

地方創生推進交付金・地方創生応援税制（H28～30）

森と人の共生による暮らし育み事業

森林の
観光
利用

木材加工
・建材
・玩具

地域型
住宅開発

販路開拓

ﾊﾞｲｵﾏｽ
ｴﾈﾙｷﾞ-
利用

林業×
木工

林業×
建設

林業×
観光

林業×

自然エネ
ルギー
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ＲＥＳＡＳ・統計を活用した事業立案の流れ

ステップ 施策・事業の立案作業 RESAS 統計 文献
フィー
ルド

１ 情報を集めて、問題意識を整理 ○

２ 地域の特徴（強み・弱み、課題等）を客観的に把握 ○ ○

３ 事業計画案（仮説）をつくる （目的・手段の明確化） ○

４
事業計画を精緻化する
（対象、期待効果、実現可能性、コスト計算等の精査）

○ ○ ○ ○

５ 事業計画書をつくり、関係者と共有し、行動に移る

■活用ステップ

問
題
発
見

問
題
解
決
策
立
案
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真の課題を捉え、変革を促す事業計画・行動実践を！

機能不全に陥っている
既存のモノ・コトの再設計

知識・情報を活用した
新視点のモノ・コトの設計

前例のない21世紀型の
問題解決 ・ 価値創造

情報・
知識を
戦略的に
活用

最適な手段・方法
を模索する

そもそもの
目的を考える

知識や情報を活用する
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■「長野県RESAS情報発信サイト」のご案内

信州をデータに基づいて分析し、課題発見や未来に向けた地域づくりの活動に役

立てていただくためのRESAS情報サイトを開設しました。

データから考える信州の未来。

http://npo-scop.jp/resas-nagano/index.html

https://www.facebook.com/resasnagano/

「長野県RESAS情報発信サイト」

Facebookページも開設しました！

（事務局：特定非営利活動法人SCOP）
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https://resas-portal.go.jp/

■内閣府によるポータルサイト及びｅラーニング

https://e-learning.resas-portal.go.jp/lp/


